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常任理事・情報広報部長 中 川 俊 男

基礎的財政収支（プライマリー・バランス）

今年６月に閣議決定された骨太の方針２００５
には、小さな政府を目指す一環として「財政
構造改革の強力な推進」の項に、「２０１０年代初
頭における国・地方を合わせた基礎的財政収
支（プライマリー・バランス）の黒字化を目
指す」と明記されています。
２００５年度の基礎的財政収支は１５．９兆円の赤
字になっており、GDP比では４％に相当し
ます。財務省は、このままでゆくと２０１５年度
には２４．９兆円、２０２５年度には３３．６兆円の赤字
になると試算しています。
これを大義名分にして、来年度予算の概算

要求基準（シーリング）において社会保障関
係費の圧縮が決まり、早くも来年度に改定さ
れる診療報酬について引き下げる方針を官邸
主導で固めたとの報道がなされています。
基礎的財政収支（図１）とは、一般会計に

おいて「借り入れを除いた税収などの歳入」
から「借り入れの元利払い以外の歳出」を差
し引いた収支を指します。この収支が均衡す
ると公債金収入は元利払いにのみ充当される
ことになります。
この結果、金利の上昇が名目GDPと同じ

に設定されていれば、債務残高の対GDP比
は一定になります。中長期的に財政状態が健
全であるためには不可欠な条件だと言われて
います。
財務大臣の諮問機関である財政制度等審議

会の建議書には、「２０１５年度に一般会計の基礎
的財政収支をゼロに保つためには、一般歳出
等を３割削減するか消費税を１９％に引き上げ
なければならない。医療費の削減に取り組ま
なければ国の財政はもたない」と記載されて
います。
ところが、１９８０年度を基準として、２０００年

度の社会保障国庫支出と国債残高の伸びを見
ると、社会保障国庫支出は９．８兆円から１９．７
兆円と、その伸びは約２倍にすぎないのに対
して、国債残高は７０．５兆円から３７２．９兆円と
５倍以上になっています（図２）。
したがって、財政審が社会保障給付費をタ

ーゲットにして「とくに医療費の削減に取り
組まなければ、国の財政はもたない」と結論
付けたのは、根拠が希薄な確信犯的な発言と
厳しく指摘しなければなりません。

図１ 基礎的財政収支 図２ 社会保障国庫支出分の伸びと国債残高の伸び
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